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「よいことのために手を取り合おう」 

『クラブを変化していくには行動と勇気 』

～CＨＡＮＧＥ！ＡＣＴＩＯＮ！ＢＯＬＤＮＥＳＳ！～  

≪2025-26 年度 クラブテーマ≫ 
 

「本日の例会案内」 

＜新年賀会＞ 

18：00 開会（台中大屯 RC 来訪） 
 

「次回の例会案内（2026 年 2 月 2 日㈪」 

＜職業奉仕委員長卓話＞ 

石津職業奉仕委員長 
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例会：第 1・3 月曜日 18 時 30 分～ 

シェラトン都ホテル大阪 

 

1 月度ロータリーレート：１５６円 

 

≪前回の例会報告（12 月 15 日）≫ 

出席率報告：会員総数 17 名（うち出席免除 4 名） 

ホームクラブ出席９名（免除 1 名）出席率 64.29% 

 

 
 

 

 

 

「会長の時間」         会長 竹谷裕人 

2025 年の最終例会です。私が会長になってちょ

うど半年、今例会でちょうど折り返し地点となり

ます。7 月に新旧歓送迎会をやって頂きまして、8

月には各委員長様から本年度の方針を述べて頂き

ました。9 月には、東大阪みどり RC さんとの合併

を意識した合同例会が始まり、私は枚岡神社の薪

技能にも初めて出席させて頂きました。本当に素

晴らしく、その 4 日後に開催された東輪会の合同

例会での能講座では、「高砂」を全員で練習すると

いう貴重な経験をさせて頂きました。そのおかげ

で、その 5 日後の娘の結婚式で高砂を謡わせて頂

くことができました。10 月に入りますと、いよい

よ次年度の選考委員会を発足させ、みどり RC さ

んとの合同例会もございました。11 月には、「都」

会合同例会もございましたね。都ホテルで例会を

している５クラブの合同例会でしたが、大阪城南

RC さんがホストでした。私は、発足人である岡部

会長に、「輪番表でも作って、これからもずっとや

ってはどうか」と言ったのですが、引き続き開催す

ることになり、少し無責任なことを言ってしまっ

たのではないかと思っています。申し訳ありませ

ん。12 月に入り、帝国ホテルでの家族会もありま

した。また、我々は今年、IM４組のホストクラブ

でございますので、ロータリーデーの設営をやら

せて頂くことになります。12 月に入りましてから

は、藤原実行委員長はじめ、私と幹事とで、各クラ

ブを回り始めたところでございます。今は、大阪御

堂筋本町 RC さん、東大阪 RC さん、大阪ネクスト

RC さんを回り、これから大阪難波 RC さんと八尾

RC さんを回りますが、今月はそれで終わりとなり

ます。今年は巳年で、巳年は「変化が始まる年」と

言われているそうなのです。みんなで奉仕の理想

を掲げて奉仕活動をやっているのですが、私個人

的にとっては、奉仕というものを考える機会とな

り、誰かのため、人のため、地球のため、世界のた

めに奉仕活動をやっているわけですが、やはり自

分に返ってくるものであり、自分のためでもある

のだなということを、会長をやらせて頂く中でつ

くづく感じた次第でございます。この半年、本当に

良い経験をさせて頂いているなと、心より思って

おります。来年は、午年でございます。午年生まれ

の方は、情熱を持った方が多いそうです。そして、

午年は「理想が叶う年」と言われているそうです

が、変化をしていくにも行動と勇気が必要です。皆

さんと一緒に行動しながら理想を掲げ、実現して

いきたいなと思っております。年末年始、皆様も忘

年会等々でお忙しいかと思いますが、体には留意

され、お正月はゆっくり養生して頂いて、新年の例

会には元気な顔を見せて頂けますようお祈りを申

し上げまして、私の冒頭のご挨拶に代えさせてい

ただきます。ありがとうございました。 

 



「幹事報告」          幹事 吉村 篤 

１．本日のポスト 

  週報（№1639） 

２．ご連絡事項 

・次回の例会(1/19)は、新年賀会となっており、台中

大屯 RC の方々がお越しになります。 

・例会前 17 時より、理事会を５階「カトレア」にて

行います。理事の方宜しくお願い致します。 

「ニコニコ箱報告」       弓手 SAA 副委員長 

〇本日のニコニコ 

・松尾さん最終の締めくくり宜しくお願い致します。 

竹谷、吉村、氏野、石津、中西、弓手、高野、 

各会員 

・卓話を担当させて頂きます。松尾会員 

 

 

 

 

「卓 話」クラブ強化委員長卓話 松尾 治 委員長 

  次年度、東大阪 RC

の横田さんがガバナー

になられますが、私は

その補佐役をさせて頂   

くことになります。

2025-26 年に関しまし

ては「見習い」とし

て、八尾 RC の田中ガ

バナー補佐から、そのお仕事について勉強させて頂

いております。「ガバナー補佐の責務」という資料

を地区から頂いておりますが、これを読ませて頂き

ますと、クラブの成功を後押しし、ガバナーの援助

をすることが役割であり、ガバナー補佐は、基本的

には聞き役に徹して、各クラブが抱えている問題

や、やりたいことのお手伝いすること。そして、そ

れをガバナーにお伝えすることが仕事かなと思って

います。あとは、各クラブの会長・幹事、役員への

助言や指導、地区の活動、それから地区委員会への

クラブの参加を奨励するため、アピールしていくこ

ともガバナー補佐の仕事になります。また、新しい

クラブの結成や推進などの支援、特に革新的なクラ

ブモデルの導入を奨励するお役目もあります。その

ためにも、ガバナー補佐は、地区ロータリーの会員

としての知識を持ちなさいということで、勉強させ

て頂いています。当然、皆さんもマイロータリーに

アクセスして頂きますと、勉強できるようになって

います。そして、ロータリーの取り組みについて、

常に最新情報を把握するため、「ロータリーの友」

を読んでくようにと言われています。その他にも、

細かい情報も逐一頂けるようになっています。そし

て、最後に各クラブの状況を後任者に伝えること。

ガバナー補佐エレクトの方に申し送りをするところ

までが、ガバナー補佐の責務ということでございま

す。 

次年度の横田ガバナーは、青少年奉仕に関するこ

とを頑張っていきたいということです。これが、ロ

ータリーの会員増強にもなり、基礎作りとなるとい

うことをまとめた「青少年交換の世代間のつなが

り」という資料があります。まず、12～18 歳の

「インターアクト」があり、16～18 歳の高校生に

よる青少年交換の留学が行われる「Rotary Youth 

Exchange」となります。それを卒業すれば、18 歳

以上からは「ローターアクト」での活動となりま

す。この上限年齢に関しては、今後見直しも検討さ

れています。20 歳前後になると、青少年の指導者

を養成する「RYLA」、それを卒業すると、「学友

会」という卒業生で構成する団体に入ることになり

ます。ここまでが青少年活動の流れになりますが、

ここまで見ていて思うことは、ロータリーは元々職

業奉仕がベースなのに、学生は職業人ではないとい

うことです。しかし、今は職業を持たなくても、ロ

ータリアンになれるという考え方になっていきてい

ます。日本のロータリアンは、まだ「職業奉仕」に

対するこだわりがあるようですが、海外ではこのよ

うな考え方になってきています。「インターアク

ト」の場合は、小中学生からの活動になるので、海

外での経験は、彼らにとって非常にインパクトのあ

ることだと思いますし、安心して勉強できる環境

で、奉仕活動に対する意識が磨かれていくのかなと

考えます。「Rotary Youth Exchange」では、ロータ

リアンの子弟も参加できるシステムで、留学期間は

約 10 ヶ月です。帰国後、皆さんの顔つきが変わ

り、大人になって帰ってこられます。「ローターア

クト」は、私が個人的にも非常に好きな活動で、こ

のサポートがどんどんできるようになれば嬉しいな

と思っています。「RYLA」は、ロータリアンの会社

の若い人たちも参加でき、指導力開発の実践のよう

な形になります。講師を呼び、勉強する機会が与え

られ、自らが動きチームで成し遂げていく経験もで

きます。この狙いは、地域や社会に対する貢献によ

って得られる達成感を感じて、ロータリーの活動へ

の理解をより深めて頂くことです。そして、「米山

記念奨学会」ですね。これは、私どもが海外の学生

を受け入れ、その学びをサポートする。そして、当

然ロータリーへの理解も深めて頂く活動です。この

ための基金として「米山記念財団」があり、是非と

もご基金の協力をお願いしたいというのが、我々の

思いでございます。最後に、ロータリーの活動を経

験した OB の集まりである「学友会」ですが、この

組織に関しては、しっかり把握できていないところ

が悩ましいところです。このように、次年度の横田

ガバナーが今目指しているところをご理解頂いて、

ここに向けて活動をしていくことになりますが、

我々補佐としては、そのお手伝いをさせて頂くこと

になります。また、クラブとしてのコミュニケーシ

ョンを図ることが、私の本年度と次年度に向けた仕

事だと考えておりますので、皆様にもご協力をお願

いすると共に、本日の卓話を終わらせて頂きます。 

＊本日合計      9,000 円 

＊年度累計    163,000 円 

 


